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百年のパトンにぎって築<夢
置県百年のシソボルマーク



「舟かえる生地港」度五百

1980年作

97 .5r/ x 131.0手ン
竹谷富士雄

キャンパス ・油彩

富山の四季⑧

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
、
生
地
漁

港
を
訪
れ
た
竹
谷
富
士
雄
氏
は
、
赤

く
塗
ら
れ
た
開
閉
橋
の
鮮
烈
な
色
彩

と
、
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
鈍
く
く
す
ん

だ
家
並
み
、
晩
秋
の
空
と
海
の
色
に

心
を
ひ
か
れ
、
そ
れ
を
清
澄
で
微
妙

な
色
彩
で
描
き
出
し
た
。

透
明
感
の
あ
る
洗
練
さ
れ
た
中
間

色
は
、
見
る
も
の
に
快
い
リ
ズ
ム
と

温
か
さ
を
与
え
、
そ
の
つ
つ
ま
し
く

デ
リ
ケ
ー
ト
な
色
彩
感
覚
は
独
自
の

竹
谷
カ
ラ
!
と
で
も
言
う
べ
き
も
の

を
見
せ
て
く
れ
る
。

明
治
四
十
年
新
潟
県
五
泉
市
に
生

ま
れ
た
作
者
は
、
法
政
大
学
経
済
学

部
を
卒
業
し
た
の
ち
、
渡
欧
し
た
。

パ
リ
で
の
生
活
は
、
前
後
三
回
延
べ

十

一
年
間
に
わ
た
り
、
こ
の
問
、
藤

田
嗣
治
に
師
事
。
当
初
は
二
科
展
を

発
表
の
場
と
し
て
い
た
が
、
の
ち
に

新
制
作
協
会
に
移
り
、
現
在
は
同
会

の
会
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

竹
谷
富
士
雄
の
描
く
風
景
画
に
は

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
点
景
が
あ

る
。
漁
網
を
繕
う
人
、
船
上
で
働
く

人
と
、
風
景
に
お
も
む
き
を
そ
え
て

い
る
人
々
は
、
同
時
に
画
面
を
構
成

す
る
う
え
に
お
い
て
重
要
な
要
素
と

hv
生
地
港
を
訪
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
う
竹
谷
氏

な
っ
て
い
る
。

た
情
感
が
伝
わ

っ
て
来
る
と
い
え
よ

、つ
ノ。
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パ
リ
の
風
景
を
多
く
描
い
た
作
品

は
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
風
景
画
的
風

竹
谷
氏
の
描
い
た
開
閉
橋
は
、
そ

景
で
は
な
く
、
多
く
の
街
や
坂
や
公

園
な
ど
の
、
人
の
息
づ
か
い
を
感
じ

の
後
改
造
さ
れ
新
し
い
も
の
と
な
っ

た
が
、
多
く
の
人
々
が
想
い
を
行
き

交
わ
せ
た
あ
の
橋
は
、
記
念
的
な
作

品
と
な

っ
て
、
い
ま
県
立
近
代
美
術

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

き
せ
る
日
常
の
周
辺
に
あ
る
も
の
を

題
材
と
し
て
い
る
。

晩
秋
の
生
地
漁
港
を
描
い
た
こ
の

作
品
も
、
い
わ
ば
そ
う
い
う
作
者
の

個
性
に
支
え
ら
れ
、
し
み
じ
み
と
し

(県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員

柳
原

正
樹
)

• 
も

く

じ

現在、農業は生産調整や価格の伸び悩みなどで厳し

い情勢にありますが、その中で今後も生産の拡大を図

ることができる肉牛を今後の新しい成長作自として見

直すときがきました。

今月は、地域農業の新しい柱を担う 「とやま肉牛の

村」について紹介します。

q 

紹介

肉の王様、牛肉。特に外食産業では牛肉のハンバー

グやステーキが目玉商品になっています。

ところで、県内の牛肉の消費量は、50年度 2，442トン

から56年度 3，352トンと1.4倍に増加しています。

「とやま肉牛の村」



消費量の推移
(富山県)
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昭和

牛肉の生産量，
4，000 
トン

主3，000

産
亘

消
費
量

ト

乙2，000

1，L'00 

i r 
今後の農業の新しい柱として県内各地で育ちつつある肉牛経営

56年55 54 52 53 

次)
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(年

規
模
の
拡
大
が
す
す
む

消
費
者
の
需
要
に
支
え
ら
れ
、
県

内
の
肉
牛
生
産
は
、
近
年
著
し
く
増

加
し
て
い
ま
す
。

戦
後
の
昭
和
三
十
年
に
は
、
役
牛

と
し
て
一
万
三
千
頭
余
り
が
飼
育
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
農
家
の
機
械
化

に
伴
い
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
昭

和
四
十
五
年
に
は
三
千
頭
余
ま
で
に

減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
乳
牛
の
雄
子
牛
を
肥
育

す
る
技
術
の
開
発
に
よ
り
、
再
ぴ
増

転
作
を
契
機
に 肉

牛

経
許~
昌

え
は
じ
め
、
昭
和
五
十
年
に
は
四
千

八
百
頭
、
五
十
八
年
に
は
七
千
七
百

頭
と
著
し
く
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
規
模
も
拡
大
し
、
大

規
模
な
肉
牛
専
業
農
家
が
続
々
と
育

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
農
家
で
は
、

子
牛
の
晴
育
、
育
成
技
術
が
高
く
、

肥
育
期
間
を
短
縮
し
、
飼
料
効
率
を

高
め
た
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
を
駆
使

し
て
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
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草
で
飼
う
肉
牛
経
営
へ
と
発
展

ご
承
知
の
と
お
り
、
牛
は
胃
袋
を

四
つ
持
っ
た
草
食
動
物
で
草
を
肉
に

変
え
る
家
畜
で
す
が
、
従
来
、
肉
牛

は
輸
入
穀
物
に
よ
っ
て
飼
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
県
内
で
は
転
作
を
契
機

に
豊
富
な
粗
飼
料
の
確
保
が
可
能
と

転
作
田
を
活
用
し
、
栄
養
価
に
富
ん

だ
自
給
飼
料
を
大
型
機
械
化
に
よ
り

効
率
的
に
低
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

」
の
安
い
飼
料
生
産
と
高
い
肥
育

な
り
ま
し
た
。
温
暖
な
気
象
と
多
雨
、

さ
ら
に
は
、
大
型
ほ
場
に
整
備
さ
れ

た
農
地
、
ト
ラ
ッ
ク
が
容
易
に
入
れ

る
基
盤
な
ど
他
県
に
み
ら
れ
な
い
恵

ま
れ
た
草
守
つ
く
り
の
条
件
が
と
と
の

っ
て
い
ま
す
。

」
の
整
備
さ
れ
た
生
産
力
の
高
い

技
術
に
よ
っ
て
、

全
国
で
最
も
優
れ

た
肉
牛
経
営
が
育
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、

E
C
諸
国
に
負
け
な
い
低
コ

ス
ト
生
産
を
目
指
し
、
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

と
や
ま
肉
牛
の
村
の
育
成

肉
牛
経
営
に
は
、
素
牛
で
あ
る
子

牛
が
必
要
で
す
。
現
在
、
九
州
や
東

北
か
ら
子
牛
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
子
牛
の
確
保
の
困
難
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
子
牛
の
増
産
が
極
め

て
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
肉
牛
が
う
ま
く
育
つ
た
め

に
は
、
そ
の
土
地
で
飼
い
や
す
く
、

飼
料
効
率
の
良
い
こ
と
、
肉
質
が
良

く
歩
留
り
ゃ
そ
ろ
い
の
良
い
素
牛
が

必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
肉
牛
の
村
で
は
、
こ
の

よ
う
な
本
県
に
ふ
さ
わ
し
い
子
牛
生

産
を
振
興
す
る
た
め
、
肉
牛
の
繁
殖

を
開
始
す
る
農
家
に
対
し
て
、
繁
殖

牛
導
入
補
助
、
牛
舎
設
置
補
助
を
行

う
ほ
か
、
繁
殖
技
術
の
向
上
を
は
か

る
た
め
の
研
修
会
、
共
進
会
を
開
催

3 

し
、
低
コ
ス
ト
で
生
崖
で
き
る
よ
う

重
点
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

土
地
に
根
ざ
し
た
肉
牛
経
営

手IJ ほ
ま用か肉
たが、牛

で稲の
肉きわ飼
牛まら育
かす、に
ら 。 野は

生草
産 な飼
さ ど料
れ の作
た 有物
堆(、 効の

肥
を
農
地
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
力
を
高
め
、
国
土
の
有
効
利
用
と

農
作
物
の
安
定
多
収
を
図
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
肉
牛
は
、
水
回
転

作
を
契
機
に
新
し
い
複
合
経
営
を
生

み
だ
し
、
活
力
あ
る
農
業
を
実
現
す

る
た
め
の
新
し
い
柱
と
し
て
の
役
割

を
担

っ
て
い
ま
す
。



4、
動

得

取
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建
物
を
新
築
・
増
改
築
し
た
り

す
る
と

不
動
点
取
引
付
税
と
い
う
県
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ど
の
く
ら
い
納
め
る
の
?

く不動産取得税の計算例〉

58年5J:-J上地を購入

面枯:150m' 

58年10月新附完成

床印積:120m' 

一 住宅の税額は一

(Jよ面j枯 165m'以下、 1m'、liたり 5万4千円で;107j9 l円

以トなので)
控除額

(650jJ円-420万円) x 3 % = 6)j 9千円

一土地の税額は 一

600hf1J x 4 % =24JJ円

しかし、士作除の条件をみたしていますから、 247j円×全
土地の 1ni当たり f曲怖 H"Lの床面積の 2倍(1現役200nl)

=18)j円さらに (600JjfTJ-:-150m') x200ば x3 % = 247:i円

の持|訟がありますので、 18h円-24万IIJ=ム 6)j円となり、

上地には課税されません

結}"j、イ、動J)主取得税は、 1i:七分 6h9 lllJになります ，

土
地
や
建
物
を
買
っ
た
り
買
っ
た
り

税
が
か
か
り
ま
す

の
吉ド・税
f[IIj.額
百!・は
の、

/!L/ 1[.1( 
ト工 作
でし
すた

土
地
ペコ
建
物

す
れ
ば
、
税
額
か
ら
四
分
の
一
が
搾

評価額:600万円
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除
さ
れ
ま
す

什
山
川
亡
を
取
引
付
し
た
場
合
は
は
。
(た

こ
こ
で
-評
価
額
と
い
う
の
は
、
中
犬

と
え
ば

一
軒
の
家
で
一
附
が
お
山

際
の
建
築
費
や
購
入
価
格
で
は
な
く

一階
が
住
宅
と
い
う
よ
う
な
場
合

市
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
つ
い
て
問
は
と

録
さ
れ
て
い
る
価
格
の
こ
と
で
す
。

こ
の
台
帳
に
価
格
が
登
録
さ
れ
て
い

な
い
場
介
は
、
川
県
が
評
価
し
て
額
を

JU
の
税
率
が
適
刑
さ
れ
ま
・す

上
地
は

そ
の
取
得
後
一
一
年
以
内

か
取
科
前
一
年
以
内
に
住
宅
を
取
得

決
定
し
ま
す

税
金
が
軽
減
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す

か
け
て
計
算
し
ま
す
。
(
一
定
の
中
古

住
宅
や
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
も
軽
減

持家ネ

l住宅当たり
住宅延面積

富山県の住宅は、床面積・持家率な

どにおいて全国一の水準にありますが、

生活水準の向上とともに、質的にます

ます良好なものが求められるようにな

っています。

識二 知
全同平均

61.1% 

県
川
問

、、
、
紅白

の
制
度
が
あ
り
ま
す

新
築
家
悼
の
場
合
、
住
宅
部
分
の

い
つ
ま
で
納
め
る
の
?

件
に
あ
て
は
ま
る
住
宅
を
建
て
る
か
、

建
て
て
か
ら
.
年
以
内
に
土
地
を
取

刊
付
す
れ
ば
、
上
地
の
税
金
か
ら

一
定

の
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
額
は
、
土
地
の
一
平
方

山
ば
而
和
…
が
百
六
卜
.h
平
方
い
け
川
以
下
、

宅
地
を
購
入
さ
れ
る
場
合
の
よ
う

一
平
方

μ
当
た
り
の
評
価
頼
が
十
万

に
売
買
な
ど
に
よ
る
不
動
出
.
の
取
得

九
千
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

住
宅
部
分

の
場
合
に
は
、

登
記
手
続
が
な
さ
れ

の
評
価
額
か
ら
四
百
二
十
万
円
が
控

て
か
ら
一二
i
四
ヵ

月
後
、

家
屋
の
新

除
さ
れ
ま
す
。

μ当
た
り
評
価
額
に
住
宅
部
分
の
床

築
な
ど
の
場
合
に
は
新
築
し
た
年
の

ま
た
宅
地
に
つ
い
て
も

(
二
百
平
方
灯
が
限
度

土
地
を

面
積
の
二
倍

翌
年
の
よ
ハ

1
七
月
頃
に
、
出
一
小
税
事
務

所
か
ら
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
に

山
収
刊
付
し
て
か
ら

年
以
内
に
む
の
条

で
す
)
を
か
け
、
こ
の
額
に
一
て
は
を

よ
っ
て
税
額
・
納
期
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
指
定
さ
れ
た

期
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
c

昭和55年10月 1IJ現在

家の間どりですが、フランが実現に近づくほど問題と

この資金計画の中に是非とも入れておいていただき

たいことの一つに、土地や建物を取得された際にかか

る税金のことがあります。

なるのは資金計画ではないでしょうか。

秋の夜長をみなさんはどのようにお過ごしですか。

これから家を建てようという計画をお持ちのお宅では、

きっといろいろな住宅雑誌などを参考にしながら、楽

しくマイホームプランを考えておられることでしょう 。

4 

まず頭に浮かぶのが、マイホームプランというと、

5 

昭和53年10月 1日現伝

ちなみに、今年度を初年度とする富

山県民総合計画では、昭和65年までに

85，000戸の住宅とし200以の宅地の供

給が見込まれでいます。

っ
て
い
ま
す
。

で
、
不
動
点
取
得
税
は
非
課
税
に
な

80 ，28m' 138，21m' 

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
近

く
の
県
税
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

な
お
、
相
続
に
よ
る
取
得
の
場
合

は
、
贈
与
と
ち
が
い
形
式
的
な
不
動

aM
の
取
得
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
理
山

，、‘ー、.
。

‘

〈
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宅安

土
地
や
建
物
な
ど
の
小
動
産
を
取

得
す
る
と
、
所
有
権
の
取
得
に
関
す

る
登
記
を
し
ま
す
。
特
に
住
宅
ロ

l

ン
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
担
保
と
し
て
抵
当
権
を
設
定
す
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
登
記

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
登
記
の
と
き
に
か
か
る
の
が

登
録
免
許
税
で
、
不
動
産
の
評
価
額

録

免

茸

税

(
国
税
)

，...._. 
疋

登記の原因 税率

売 買 5.0% 

所有権の移転 贈与 2.5% 

相続 0.6% 

(家屋所有の権新築の保の存場合) 0.6% 

住
な宅
2 の

取

所
~目
T守

税

住
宅
を
新
築
し
た
り
購
入
し
た
と

九
C

、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場

合
に
は
、
住
宅
取
得
控
除
に
よ

っ
て

所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
住
宅
ロ

l
ン
な
ど
民

に
次
の
表
の
税
率
を
か
け
た
額
を

登
記
申
請
の
際
に
納
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
を
取
得
し
た
際
の
登

記
に
つ
い
て
も
、
そ
の
登
記
が

の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
き
に
は
、

税
率
が

0
・
三
は
ま
で
軽
減
さ
れ
る

特
例
が
あ
り
ま
す
。

の

宅

取

住

間
金
融
機
関
か
ら
十
年
以
上
の
返
済

期
間
で
融
資
を
受
け
、
二
疋
の
条
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
年
額
に
し

て
最
高
十
五
万
円
ま
で
の
住
宅
取
得

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税

土
地
や
建
物
を
取
得
し
た
際
に
か

か
る
税
金
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ら
不
動

産
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

十

税
金
に
つ
い
て
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
こ
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 .... 

気
軽
に
お
近
く
の
県
税
事
務
所
、
税

務
署
、
市
町
村
の
税
務
担
当
課
、
県

。事業税、不動産取得税、自動車税など県税については

富山県総務部税務課 富山市新総曲輪1-7 合 (0764)31-4111 

富 山県税事務所 寓山市舟橋北町 1-11 合 (0764)41-2551 

高岡県税事務所 高岡市赤祖父 211 合 (0766)21-9411 

魚津県税事務所 魚津市新宿10-7 告 (0765)24-5311 

砺波県税事務所 砺波市幸町 1-7 告 (0763)33 -5151 

富山税務署 富山市丸の内1-5-13 ft (0764)32--4191 

高岡税務署 高岡市博労本町5-30 ft (0766)21--2501 

魚津税務署 魚津市北鬼江313-2 合 (0765)24--1370 

砺波税務署 砺波市本町8-10 合 (0763)33 --1073 

。市町村民税、固定資産税など市町村税については、お住

。所得税、法人税、相続税など国税については

つ

~目
官守

t空
除

登
録
免
許
税
お
よ
び
所
得
税
の
住

宅
取
得
控
除
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
お
近
く
の
税
務
署
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

の
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

まいになっている市町村の税務担当課まで

来年の 1月1日から料理飲食等消費税の基礎控除額が変ります

iま日30 月11 算されることになります。

旅館、料理屈等をこ利用の際ld:，必ず公給領

収証を受け取りましよう。

巴

昭和59年 1月1日から旅館で一人1泊2食の料

金が 5，000円を超えたとき、料金から2，500円(従

来ta:2 ， 000円)を控除した額で税金 (10~~) が計

フ

個人事業税第2期分の納期です



に安心を住まい造り住宅性能保証制度のしくみ

(財)性能保証

住宅登録機構

(略称・住宅保証機構)

都道府県別

事務機 関

保

-
設
計
、
施
工
基

準
の
道
守

登
録
業
者
が
制

度
の
対
象
と
な
る

住
宅
を
建
設
し
ょ

住宅所有者

う
と
す
る
場
合
は

住
宅
保
証
機
構
が

各
工
法
別
に
定
め

準(概要)

住
宅
登
録
申
請

住宅建設業者等

(登録業者)

の 基

業
者
登
録
申
請

証

住
宅
性
能
保
証
制
度
と
は

従
来
、
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、

か
し
担
保
期
間
(
保
証
期
間
)
は
民

法
な
ど
に
よ
り
二
年
が
通
常
で
し
た
。

し
か
し
、
住
宅
の
か
し
は

一
般
的

に
長
期
間
経
過
し
な
い
と
顕
在
化
し

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
.
一年
間
の
保

と
は
い
え
ま
せ
ん

D

証
期
間
で
は
必
ず
し
も
適
切
で
あ
る

こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
に
川

け
H
叶
4

牢
巾

度

の

-
住
宅
建
設
業
者
の
登
録

こ
の
制
度
は
、
制
度
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
適
正
な
保
証
を
行
お
う
と
す

行
わ
れ
ま
す
。

る
業
者
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

登
録
の
申
請
者
は
、
住
吉
購
入
者

に
対
し
て
住
宅
の
保
証
を
行
う
者
で

あ
り
、
住
宅
建
設
業
者
、
住
宅
販
先

者
な
ど
が
業
者
登
録
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

住
宅
保
証
機
構
で
は
、
設
計
・
施

工
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
を
供
給
し

う
る
技
術
、
保
証
を
履
行
し
う
る
粁

済
力
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、
こ
れ

に
適
合
す
る
と
登
録
し
ま
す
。(
以
下

る
「
設
計
、
施
工
基
準
L

に
よ
り
施

工
し
ま
す
。

-
住
宅
の
審
査
お
よ
び
保
証

」
の
制
度
に
登
録
さ
れ
る
住
宅
は

そ
の
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
施
工
中

二
回
(
基
礎
工
事
完
了
時
と
屋
根
工

事
完
了
時
)
、
住
宅
保
証
機
構
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
専
門
の
検
査
員
に
よ
っ

-噴火、洪水、土砂くずれ、地震 ・台風等によるとき ・火災、爆発、暴動等に
よるとき ・住宅の不適切な維持管理 ・使用によるとき ・自然の消耗、変質等
によるとき

主な免費

に
お
い
て
「
住
宅
性
能
保
証
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は

一
口
で
言
え
ば

保証部分 保証の対象となる事例 保証期間 i

基 司Z林疋 著しい沈下、不等沈下など

長

1⑩年床 不陸、たわみ、破損など

期

壁 傾斜、たわみ、破損、雨水の室内侵入など

保

屋 根 たわみ、破損、雨もりなど
(院、り許~)証

土台、柱など 傾斜、たわみ、破損など

短 仕上のはく離、建具の変形、浴室の水もれ、TI=tl 期保 その他の部分

証 設備の不良など

今
ま
で
の
二
年
間
保
証
を
十
年
間
保

証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

た
め
、
五
卜
七
年
同
月
、
運
営
機
関

と
し
て
財
団
法
人
性
能
保
証
住
宅
登

録
機
構
(
以
下
「
住
宅
保
証
機
構
」

と
言
い
ま
す
)
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

し

み

「
登
録
業
者
L

と
=一一
円
い
ま
す
)

B 

-
住
宅
の
登
録

登
録
業
者
は
、
自
己
の
佳
設
し
た

住
宅
に
つ
い
て
住
宅
登
録
を
行
い
ま

す
。登

録
の
対
象
と
な
る
住
セ
は
、
新

築
の

一一
μ
建
専
用
住
宅
で
、
敷
地
由

積
が
百
平
方
れ
を
超
え
る
も
の
で
、

住
セ
保
証
機
構
が
定
め
る
設
計
、
施

工
基
準
お
よ
び
建
築
関
係
法
規
に
適

合
す
る
住
宅
で
す
c

従
っ
て
、
木
造
在
米
佐
官
に
限
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
ツ

l
パ
イ
フ
オ
|

{主
主j

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
な
ど
も
登
録

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
現
場
審
査
を
受
け
ま
す
。

完
了
後
は
、
住
宅
保
証
機
構
に
登

録
さ
れ
、
「住
宅
性
能
保
証
基
準
」
に

基
づ
く
「
保
証
書
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。そ

の
保
証
基
準
の
概
要
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す

0

・
か
し
の
補
修
と
ト
ラ
ブ
ル
防
止

万

一
、
か
し

(通
常
期
待
さ
れ
る

性
能
を
欠
く
こ
と
)
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
登
録
業
者
は
保
証
書
に
基
づ

い
て
す
み
や
か
に
無
料
補
修
を
行
い
、

三
年
目
以
降
に
発
見
さ
れ
た
構
造
上

重
要
な
部
分
の
か
し
の
修
理
に
つ
い

て
も
業
者
は
無
料
で
補
修
を
行
い
ま

す
。

g 

ま
た
、
登
録
業
者
と
住
宅
所
有
者

と
の
間
で
意
見
が

一
致
し
な
い
場
合

は
、
住
宅
保
証
機
構
が
設
置
す
る
保

証
事
故
審
査
会
の
審
査
を
受
け
、
登

録
業
者
は
審
査
結
果
に
従
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
性
能
保
証
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
土
木
部
建

・築
住
宅
課

(宮
0
7
6
4
M
M
4

1
1
1
)
ま
た
は
、
制
富
山
県
建
築

士
会
(
宮
0
7
6
4
l
n

ー

2
1
4

8 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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個人年金

的年金

正しい理解で
豊かな生活設計を・.....

長
生
き
で
き
る
世
の
中
に
な
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
年
を
と
っ
て
か
ら
の
生
活
が
長
く
な
る
た
め
充

分
な
備
え
を
行
う
の
は
大
変
で
す
。

長
く
な
っ
た
老
後
に
、
一
番
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

年
金
で
す
。

い
ま
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
る
八
つ
の
公
的
年
金
と
、
生
命
保
険
会

社
、
郵
便
局
な
ど
が
取
り
扱
っ
て
い
る
個
人
年
金
が
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
年
金

と
個
人
年
金
は
、
老
後
の
備
え
と
い
う
点
で
は
似
か
よ

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
仕
組
み
も
役
割
も
大
き
く
違
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
遣
い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

で公 主主

主51511J:債総
のは 泳三二 九:~'J
ZJ日(三年金~

i jb草野1
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ま
す
。

事
務
費
も
掛
金
の
中
に
含
ま
れ
て
い

年
金
は
、

も
、
そ
の
時
の
社
会
や
経
済
情
勢
に

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て

見
合
っ
た
価
値
の
あ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
は
、
年
金
額
の
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
て
、

物
価
上
昇
が
あ
っ
て
も
、
年
金
額
の

実
質
価
値
が
目
減
り
し
な
い
よ
う
維

持
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
働
く
世
代

が
順
送
り
に
年
金
受
給
者
を
支
え
て

い
く
と
い
う
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
個
人

ゅ守 4AA4・t
}ノ、五側、?

作
ら
れ
た
社
会
保
障
と
し
て
の
制
度

で
、
国
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
加
入

は
、
職
業
や
年
齢
に
よ
り
、
法
律
に

よ

っ
て
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
年
金
給
付
額
の

一

部
と
、
事
務
費
に
つ
い
て
は
金
額
を

そ
れ
ぞ
れ
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
個
人
年
金
の
加
入
は
、
個

人
の
自
由
で
す
。
財
源
は
、
加
入
者

の
掛
金
で
賄
わ
れ
、
運
営
に
要
す
る

年
金
は
自
分
で
積
み
立
て
た
資
産
を

自
ら
受
け
る
年
金
に
充
て
る
わ
け
で

す
が
、
ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
目
減
り
は
さ
け

守口

ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
老
後
の

(一

日
三
生
活
設
計
は
二

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の
生
活

設
計
の
基
礎
と
な
る
部
分
を
保
障
し

て
い
く
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
個
人
年
金
は
、
個
人
の
必
要
に

応
じ
た
年
金
額
を
決
め
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
二
つを・

組
み
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

育
樹
祭
に
ご
臨
席

皇
太
子
ご
夫
妻
に
は
、
き
る
十
月
二
日
か
ら
四
日

ま
で
第
七
回
全
国
育
樹
祭
ご
臨
席
に
あ
わ
せ
、
地
方

事
情
ご
視
察
の
た
め
富
山
県
に
行
啓
さ
れ
ま
し
た
。

第
七
回
全
国
育
樹
祭
は
、
「
育
て
る
緑
に
明
る
い
未

来
」
を
テ

l
マ
に
、
十
月
三
日
大
山
町
本
宮
の
立
山

山
麓
家
族
旅
行
村
で
開
催
。
県
内
外
か
ら
四
千
八
百

人
の
林
業
関
係
者
ら
が
参
加
し
て
、
緑
を
育
て
る
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

第 7回全国育樹祭式典会場にお看きの皇太子ご夫妻

ま
た
、

皇
太
子
ご
夫
妻
は、

三
日
間
に
わ
た
り
、

富
山
県
砺
波
青
少
年
の
家
、
県
民
公
園
頼
成
の
森
、

富
山
産
業
展
示
館
、
富
山
県
農
業
試
験
場
、
富
山
県

食
品
研
究
所
、
社
会
福
祉
法
人
ル
ン
ピ
ニ
園
、
富
山

県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー、

富
山
市
科
学
文
化
セ

ン
タ

ー
、
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
、
高
岡
地
域
地
場
産

業
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
ご
視
察
。
特
に
、
県
民
公
園
頼

'1 '1 

成
の
森
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二

十
回
全
国
植
樹
祭
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え

に
な
っ
た
ス
ギ
の
ご
検
尺
や
枝
打
を
さ
れ
ま
し
た
。

皇
太
子
ご
夫
妻
が
富
山
県
に
行
啓
さ
れ
た
の
は
、

お
お
や
ま
国
体
以
来
七
年
ぶ
り
。
ご
視
察
先
で
は
、

関
係
者
と
親
し
く
お
話
し
に
な
っ
た
り
、
沿
道
を
埋

め
た
歓
迎
の
人
た
ち
に
親
し
く
手
を
振
っ
て
お
こ
た

え
に
な
る
な
ど
県
民
と
の
触
れ
合
い
を

一
層
深
め
ら

れ
、
県
民
に
き
わ
や
か
な
印
象
を
残
さ
れ
ま
し
た
。



10月2日(日)

所

東京国際空港
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4事
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松

==唱
邑東
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刻
刻
奮

Z
l
a
z
-
-
1
i
1
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第20回全国植樹祭会場の「 頼成の

森」で天皇、皇后両陛下の お手植
えになった杉の成長ぶりに 目を細
められる皇太子ご夫妻 4 

4-
富山県

砺波青少年の家

4F 

県民公国頼成の森

富山産業展示館

園田
『司.... 

お 泊所
(立山国際ホテル)

-圃・._. 

小松空港にお着になられる皇太子ご夫妻

富山県で生まれ育ったビーチバレーボールをご覧になりました (砺波青少年の家)

h
F
沿
道
で
は

「
ょ
う
こ
そ
、
皇
太
子
ご
夫
妻
」
と
日
の
丸
の
小
旗
で
あ
ふ
れ
ま
し
た

天皇、皇后両陛下のお手植えになった杉の技打ちをなさる皇太子ご夫妻

?
s邑
a
m--畢鼠c

 

h
 

p
r
 -

‘F県
内
産
業
の
実
態
を
お
聞
き
に
な
る
皇
太
子
ご
夫
妻

d

司
林
業
功
労
者
や
後
継
者
代
表
ら
と
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
は
終
止
リ
ラ
ツ

ク
ス
ム
ー
ド
で
な
ご
や
か
な
話
題
が
は
ず
み
ま
し
た

4 ~ 
間伐、枝打ちなどをご覧になリ 、作業員の労をねぎ
らわれました



お泊所
(立山国際ホテル)

第7回全国育樹祭会場
(立山山麓家族旅行村)

45レ

富山県農業試験場

.;箇司・v

富山県食品研究所

45レ

社会福祉法人
ルンビ二関

富山県
健康増進センター

5 
お泊所

(名鉄トヤマホテル)

立山国際ホテル

第2日

10月3日(月)

-司司--

お言葉を述べられる皇太子殿下

「自然度の高い山野を守り育て、
日本一の花と緑の県づくりに全力
を挙げる・」と中沖知事が挨拶

4800人の県内外林業関係者らが参加して開かれた第7回全国育樹祭式典会場

( 
(誓いのことば日明業後継者

代表

4
司
抑
制
水
栽
培
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
ご
関
心
を
示
さ
れ

る
皇
太
子
ご
夫
妻

(
農
業
試
験
場
)

d

司
か
ま
ぼ
こ
の
製
造
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
い
ろ
い
ろ
と
こ

‘
ル
ン
ビ
二
園
で
は
幼
児
た
ち
に
優
し
く
話
し
か
け
ら

質
問

(食
品
研
究
所
)

れ
ま
し
た

緑の少年団の入場行進

砂
全
国
育
樹
祭
受
賞
者
の
代
表
者
の
み
な
さ
ん

可V大山町小見小学校の児童が手作り 砂
した木製楽器による演奏をお聞きる身
になる皇太子ご夫妻 山振

E 一 一一一4 一口り
百豊
合か
さに
ん緑
との
中少
山年
美団
紀の
さ活
ん動

発
表
を
す

小-中学生の木工作品をご覧になり 、や
さしくご質問される皇太子ご夫妻

4

司
健
康
づ
く
り
料
理
実
習
で
婦
人
た
ち
の
作
っ
た
サ
ス

の
チ
ー
ズ
焼
を
ご
試
食



自

軍
太
子
殿
下
お
言
葉

全
国
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
者
を

迎
え
、
こ
こ
大
山
町
の
立
山
山
麓
家

族
旅
行
村
に
お
い
て
、
第
七
回
全
国

育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
、
誠

に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

国
土
の
六
割
以
上
を
占
め
る
森
林

は
、
私
ど
も
に
様
々
な
恩
恵
を
も
た

所
(名鉄トヤマホテル)

園田
司司・~

富山市

科学文化センター

第3日

10月4日(火)

j自お

ら
し
て
お
り
ま
す
。
山
地
の

巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

と
り
わ
け
こ
こ
富
山
県
の
よ
う
な
豪

雪
地
帯
に
お
い
て
、
林
業
に
携
わ
る

皆
さ
ん
の
御
苦
労
は
大
変
な
も
の
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
に
、

国
土
の
森
林

多
い
我
が
国
に
あ
っ
て
、
集

を
守
り
、
育
樹
に
い
そ
し
む
皆
さ
ん

の
ご
努
力
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表

中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害

、
緑
の
貯
水
池
と
な

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「育
て
る
緑
に
明
る
い
未
来
L

の

テ
l
マ
の
下
、
富
山
県
の
置
県
百
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
開
催
さ
れ
る
育

樹
祭
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
、
多
く
の
人
々
に
森
林
と
林
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
意
義
あ
る

催
し
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
育
樹

祭
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

港

所

東京国際空港

東

を
防
ぎ

っ
て
平
地
を
潤
す
と
と
も
にヲb

ニ工

御

45 

45 

私
た
ち
の
生
活
に
安
ら
ぎ
を

林
の
存
在松

F晶、
昌

与
え
る
な
ど
、
森

‘、
EI--a' 

意
義
に
は
大
変
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

重
要
な
働
き
を
も
っ
森
林
を
緑
豊
か

に
保
ち
、
同
時
に
木
材
資
源
と
し
て

末
永
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
大
切
で
あ
り
ま
す
。
世
界
の
森
林

が
日
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
現
状
を

考
え
る
と
き
、
特
に
こ
の
感
を
深
く

い
た
し
ま
す
。
現
在
、
林
業
を
取
り

4号

県民公園
太閤山ランド

-司司..... 

高岡地域地場

産業センター

45ι 

沿道からの歓声にお応えになる皇太子ご夫妻

わらべ歌遊びをご覧になったあと 、突然妃殿下が2001ji;先にある恐竜や動物の像
を見に行きましようと 、園児の手を引いて駆け出されるというハプニングがあ
りました (県民公園太閤山ランド)

謹一
E

い
の
こ
と
ば

'16 

行
い
活
力
あ
る
森
林
を
造
り
、
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
達
の

大
き
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。

今
日
こ
こ
に
置
県
百
年
を
記
念
し

て
「
育
て
る
緑
に
明
る
い
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
全
国

育
樹
祭
を
契
機
に
、
次
代
を
担
う
林

み
ど
り
豊
か
な
森
林
は
、
私
達
の

業
後
継
者
と
し
て
、
私
達
に
課
せ
ら

生
活
に
必
要
な
木
材
の
供
給
を
は
じ

れ
た
使
命
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
森

め
、
水
を
蓄
え
国
土
を
災
害
か
ら
守

林
・
林
業
の
限
り
な
い
発
展
と
緑
豊

り
、
心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る

か
な
美
し
い
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
し

な
ど
多
く
の
恩
恵
を
も
た
、
り
し
て
お

て
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

り
ま
す
。

昭
富和
山五
県十
林八

前業年
後十
継 E
代日
表

こ
の
森
林
を
健
や
か
に
育
て
、
そ

の
す
ば
ら
し
い
働
き
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
な
手
入
れ
を

田

孝

桑

脅B

子

ロ
『百1

輪

、"

一‘r
~r' 

hv
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル

「百
年
の
泉
」

を
背
景
に

4

司
最
後
の
ご
視
察
先
の
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
で
、
「
あ
ご
が
動
く
の
が
特
徴

で
す
L

と
獅
子
頭
の
説
明
に
大
き
く
う
な
ず
か
れ
る
皇
太
子
ご
夫
妻



ー一 ・

昭和58年度地価調査の結果が10月 1日付けで発表さ

れました。

この調査は、適正な地価の形成を目的に県下全市町

村から258地点(宅地245、林地13)の基準地を選ぴ 7

月 1日時点の価格を調査したもので下表のとおりです。

この価格は、その土地について、自由な取引が行われ

るものとした場合に、通常成立すると認められる価格

で、売り手にも買い手にも片よらないものです。

調査の結果、県平均(宅地)の地価は、 前年に比べ

所在地友び地番

<宅地〉

{富山市]

250，000 -

450.000 一 {新湊市】

51，400 -

54，400 -

20.000 3.6 

111.000 0.9 

59.600 1.0 

31，800 1.0 

24.200 -

13.000 -

17.300 3.0 

56，700 5.0 

82，000 6.5 

38.500 4.1 

70，000 6.1 

170.000 3.7 

75，500 3.4 

62.000 5.1 

30，000 3.8 

27，200 3.4 

33.000 -

145.000 -

58.000 一

辰野字向林割97番33 27，500-

55.200 3.2 : q 上小泉字北村815番甲外 28.000 3.7 

54.000 -:。 高月町390番3外 33.000 -

75.000 -: q 吾妻町2464番2外 48.000 -

24.000 4.3 :商 下小泉町13香10 85.000 -

45.000 準 江尻字下亀割520番1外 5.500 一

18  

39，800 ー:住 荻生字新堂6675番3 42，400手.4

33 ，000 3. 1 : q 生地芦区124香3 30，000 3.4 

905，000 -:ク岡83番13外 27，000 3.8 

240，000 一(ク 三 日市字茅堂3932番 54.000 -

151，0002.0 :商 三 日市字三島1047番2外 102，0002.0 

91，000 1.1 :準 荻生字金屋5253番2 54，000 3.8 

55.000 -

52.000 -

41，000 5.1 

60，000 4.3 

172 .000 3.0 

58.000 一

63.500 3.3 

44，500 4.3 

34.500 1. 5 
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必
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、
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【魚津市】12.800 ー

30，400 5.2 :住 友道字中沼1817番7外
上村木1-4-3

。 住吉字紺屋作2147番5外

23. 500 2.2 : q 末広町8-9

16，000 -:商 釈迦堂1-2-18

準 本江字中ノ坪1152番4外

【氷見市1
100，000 一:住 朝日丘2-26

47司0004.4 : q 柳田84番l

64，000 。 島尾字浦2117番1

96.000 -:ク栄町15-17

57、8006.1 :商 比美町6-17

60，500 3.4 :準 伊勢大町2-13-5

86，500 3.6 

64，500 一
【滑川市】

40，000 -

44.000 - [黒部市]

68，600 3.9 

36，700 2.5 【砺波市】
本町8-6

73，000 ー:。 平和町3-67

61.000 -: q 太郎丸字鍋島865番6

50.000 -:ク 一番町2-40

20，000 一;商 表町3-3(出町地区11)

16，500 3.8 :準 豊町6-38

28，000 2.6 

34，000 ー
【小矢部市】
八和町1-10

16.800 3.1 :。 綾子字北島240番2

。 岩武字東鳥879番1外

て 3.6 ~~-;上昇しています。この上昇率は、昭和57年の

6.0~~-; を下回り、全国平均値3. 5~';fとほぼ同率となって

います。

用途別にみると、住宅地3 . 8~';f 、 商業地3 . 0~';f 、 準工

業地3 . 8~';fの上昇となっていま す。

ここ数年の上昇率は、次表のとおりとなっており、

地価の上昇は、鈍化傾向を示しています。

地価調査の詳しい内容については、各市町村の窓口

で閲覧でき ますからご利用ください。

県平均 (宅地)
年度別上昇率の動き

年度 対前年上昇率

53 2.7 % 

54 5.7 

55 8.2 

56 7.4 

57 6.0 

58 3.6 

昭和58年7月 1日時点

単位〈宅地> 1平方伝当たり :円

〈林地>107'"レ当たり :円

*変動率は前年比(%)

凡例

準 準工業地

見 宅地見込地 工 工業地

商 商業地 調 市街化調整区域
宅二貰E

{利賀村}

住岩淵字久保平186番

。 利賀字上島295番1

【庄川町】
住青島字松川除前3658番2

青島字下川原21番2外

。 金屋字了安1315番1

商 金屋字畑直2680番6外

【井波町1
住 山下88番

北川字犬薮348番27

ク 井波字木崎野1950番59

商 本町1丁目44番

【井口村】
住宮後258番

。 蛇喰153番1外

{福野町]
住 字大畑島811町10外

松原字道教島1267番3外

二 日町字中烏480番外

商 字上町1535番3

【福光町】
住 吉江巾740番1外

。 字高土居963番14

字若林3番1

商 荒木5523番1

準字高土居976番1外

【福岡町]
住 福岡新742番

福岡新314番

。 下蓑新55番2外

商 下支新413番

く林地>

31.000 3.3 :魚津市大字大海寺野字布ヶ平44番3

35.000 一;氷見市字波字安居44番

18.500 2.8 :黒部市宮野字ーツ谷745番4

92.000 小矢部市安楽寺字蓑山132番1

中新川郡上市町野島宇:東山28番l

下新川郡朝日町棚山字堤烏382番

15.400 2.7 :婦負郡婦中町吉谷字大谷l番lの3

7.600 ー東砺波郡平村夏焼字下関地47番

東砺波郡庄川町名ヶJ京字打場13番

西砺波郡福光町小院瀬見字背戸島8番

8.200 一;高岡市五十里後谷6番

7，000 一:上新川郡大山町亀谷字向山割3番l

婦負郡八尾町青根字峯山295番

住 西町7-20

商 新富町2-21

準 今石動町1-4-35 71.500 2.9 

35，000 一;商 大字八尾町字東町2208番1

86.500 一:準 井田字車田4910番1外

【婦中町]
住 笹倉490番1

24 . 300 3. 8 : q 袋字宿免348番44

21.000 一;。 分田258番3

28，500 1.8 :見 下轡田480番

37.500 -

27.300 5.0 

27.000 -

22.800 3.6 

【山田村】

住 中瀬字前反圃2703番

ク 中村字谷口1156番外

【細入村}
18，600 3.3 :住 猪谷字且暮927番外

36，000 -:。 織原字西上島3235番9外

【小杉町】
18，100 3.4 :住 手崎字石太郎627番外

16.500 -: q 戸破字加茂1667番1

。 戸破字神川2889番2外

。 三ケ932番の2

25.200 4.1 :見 三ケ2450番

21，600 2.9 :商 三ケ字中吉原3313番9

22.000 -:調 下条1433番

66.500 -

22.500 2.7 【大門町】
住 大門字道山71番1

。 二口字北野割2513番5

42，000 一:。 二口字轟1106番10

31，200 4.0 :商 大門字斐前269番3

29.000 3.6 :調 本田字宮田167番4

90，000 ー

16，300 1.9 

10，500 -

11.000 -

【下 村]

高F議京会内劃201番6

0 新富町2丁目4番11外

。 宝町1-3-3

。 四方田町41番

住 芝園町1-6-6 116司0005.5 :準 牛島本町1-1-38
鹿島町1-7-16 137，0005.4: q 黒瀬字大屋割432番1

。 西大泉11-7 113.000 一:ク 荒川字前回割139番1外

布瀬町字黒免割608番7 75司000 ー:。 上飯野字町畑60番4外

。 大町字下田割48番10外 72，000 5.9 :ク 岩瀬赤田町12番4
。3F占昂裏付IJ49番391- 69 . 000 -: q 下冨居2-8-48

。 田中町字井割3番1 43，000 一:ク 上赤江町1-8-2
。 本郷町44番13 47 ，800 O. 6 :。 上野新字草利割2番3外

。 西長江字諏訪木割174番1 64，000 -:工 岩瀬古志町2番2外

。 西公文名町11-11 98 ， 000 一:調 若竹町2丁目39番
中川原字中野島割213番16 38，000 一:。 城村新町66番

。 本郷町字万年割108番54 38，500 q 水橋小路2番1
。 長江字道田割418番l外 45，000 -・ 0 古志町5丁目 103番

。 経堂字苗代割339番外 40，000 : q 八町4000番2外
。 藤の木園町144番 40，000 。 願海寺字館本741番3外

大島2丁目 430番4 37.000 -: 
。藤木602番9 ι000 4.6 : 【高岡市]
ク 手屋416番5 26， 500 3.9 :住中川上町8-16

。 四ツ葉町21-44 53，000 3.9 :。 蓮花寺327番1外
。 中島3-8-52 46，000 。 井口本江字中坪496番6
0 新庄町字入合割74番19外 45.000 -: q 清水町2-8-26

。 松若町14-28 42，500 4.7 :。 木津525番8
。 犬島字与助割11番13 39，000 。 宮田町6-19

。 花園町3-2-5 118.000 q あわら町16-10

0 栄町lーか15 97，000 -:ク 宝町10-18

。 田畑字西沼78番17 28 ，400 4. 0 : q 石瀬172番4
0 水橋中町字西中町572番 21，000 4.0 :。 京町10-17

。 草島字天正寺開100番35 18，700 3.9 :。 江尻字村前385番12

四方字江代535番3 20ρ00 5.3 : q 博労町5-2

五綬字深田1357番24外 67，000 一:ク 中田字木村4378番1

0 呉羽町字藤木6748番1外 37.400 3.6 : q 伏木古府ト2-43
。 呉羽町字粕谷7354番5外 59，000 5.4 :。 伏木古府3-4-45

赤田450番 43，500 -: q 戸出町3-1-62

五福字善尋1093番1外 74，000 -:。 戸出町5-8-5

0 五福字御用地5149番3外 59，500 6.3 :見 石瀬522番

見 大鳥2丁目497番 14，200 1.4 :商 末広町2-4
。 ノl、杉193番 18，500 3.9 : q 片原町字御小人155番1

0 五般字桜谷1823番外 26 ，300 5. 2 : q 白銀町41番外

。 犬島字北苗代割309番外 15.200 4.8 :。 伏木古国府3-5
商 中央通り 1-6-6 1. 450.000 。 戸出町2-7-15
。 桜木町12-6 540，000 4.9 : q 下麻生字星田1290番5外
。 丸の内2-3-14 224，000 5.2 :準六家字畑田1209番1
。 牛島新町8-10 197，000 一:。 三女子126番1外
。 向川原町4-10 257，000 5.3 :。 荻布字前向311番1外
。 栄町2-7-10 152，000 ー:。 下黒田字畑田750番1

0 南田町1-2-10 180，000 -:工戸出栄町55番9
。荒町5-5 680，000 一:調太田581番1
。 千石町1-1-5 287.000 q 五十里東町7番

。 中野新町ト1-19 190 ， 000 -: q 中保238番13

。 小泉町字五百刈割91番2 182，000 一:。 長江222番2

五福字中割2102番11 144 . 000 4. 3 :。 戸出市野瀬字中筋島2486番外

。 石金字代官回割19番7外 121.0004.3 

【大沢野町]
住 上二杉425番1外
。 下大久保字四番割1426番5

0 笹津467番

商 長附字屋敷割139番30

準 上大久保1035番l外

【大山町】
住; 三室荒屋字諏訪木割834番20

0 上滝字陳林割155番6

。 中滝字作鼻割290番3外

商 中滝字作鼻割198番1

{舟橋村】
調 舟橋字北掛ノ上978番1

仏生寺43番

【上市町】
住 横法音寺字長田46番1外

北島字鉾田33番1外

。 西町字請田4番5

商 新町字新町4番1

準 若杉字下川原44番l外

[立山町】
住 五百石字東中割30番6外

前沢字中畠田536番11外

。 前沢字山田2955番2外

商 前沢字浅草1200番9外

【宇奈月町]

住 下立字紙田1025番l外

愛本新1100番

。 字大坊2215番

商 字桃源38番32

【入善町]
住 入膳字高登3098番1

0 青島590番16

。 入膳字上諏訪4735番2外

商 入膳字南町5232番6

【朝日町]
住 道下字高野299番

。 東草野字南回1790番外

沼保字ノj、判804番2

商 荒川字福免574番1

【八尾町]
住 福島字烏帽子形535番1外

井田516番3

水谷字縫殿254番55

調 三箇字西光734番l

。 加茂字国平2591番外

【大島町]
181 .000 0.6 :住 小島727番2外

。 赤井字水落12番3

小島1168番1

32 . 700 3.8: • ... .... ~" 
1970037j 【城端町】
37，000 住 野田字村中島1001番2

82，000 3.1 :ク 字地子続烏969番8

。 字南東島飛地2615番15

商 字西下町178番

33.500 -

34.000 一

36.000 5.9 :住 上梨字家平583番1

82，500 3.1 q 下梨字馬駆場2315番外

【平 村】

【上平村}

20，600 3.0 :住 細島字下巡1011番1

17.000 。 新屋字地開津546番1

16，100 一

67.500 -

24，900 2.5 

29，000 -

20.800 3.0 

31，200 -

14.000 一

2，800 0.0 

3，300 一

10，000 2.0 

9，900 一

28.800 5.1 

36.000 -

37，700 4.7 

35.400 6.0 

13.500 -

54.500 -

8.500 一

42.000 1. 2 

29，300 5.0 

33.000 -

65，000 -

11.400 3..6 

7.200 2.9 

12，000 -

41，000 -

36，600 -

36.000 4.3 

2，050 2.5 

3.000 

22.000 

20，000 2.6 

14.500 3.6 

50，000 -

57.000 

33.000 

30.000 3.4 

90.000 

9.000 

4.900 2.1 

54，000 2.5 

46.500 2.4 

37.500 

86.000 一

56，000 3.7 

60，500 4.3 

34.000 2.7 

205.000 2.5 

38，000 

34.000 

36.000 -

21，000 -

70，000 

750.000 -

320.000 1.6 

220.000 0.9 

245.0000 

170.000 1.2 

156.000 2.0 

260.000 2.0 

127.000 1.6 

195.0002.1 

180.000 1.7 

375.0007.1 

46.000 2.2 

78.000 1.3 
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第 1部知事賞 「ちらししらべ」
入賞作品および入賞者

|第 1部(小学校時~開 |

・知 事賞 「ちらししらべ」 河合智子 (堀川南小 1年)
・教育長賞 「みのまわりは外来語でいっぱし ¥J

板沢陽子 (奥田小3年)
・統計協会長賞 「わたしがそだでたあさがお」

山下智子 (西田地方小 1年)
・統計協会長賞 「ぼくんちのまわリでっかまえたむしのかず」

村田洋一 (1麗栖小 1年)
・統計教育研究会長賞 「わたしたちの遊び」

川合優美 (庄東小3年)

|第 2部(小学校M 年生)I 
・知事賞 「し 1つもせいけつにしよう IJ 

山本寛章 (岩尾滝小6年)
・教育長賞 「幸男子のふれあしり 八田佳子 (庄東小6年)
・統計協会長賞 rsT 0 Pザ交通事故)

小寺知一、中村淑恵、柴田明代(鷹栖小6年)
・統計協会長賞 「どう思う ?食品合成でん加物」

伊藤幹子、貞弘ゆかり
毛利瑞恵、渡辺浩実 (奥田小6年)

・統計教育研究会長賞 「どのくらいあたたまるかな」
吉田政貴 (庄東小4年)

|第 3部(中学生) I 
・知事賞 「ふせごう学校災害」

松本孝子、中島美和 (庄西中 2・1年)
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慾

撃事

重量唱院銀総電車議轟 .型

第 3部知事賞 「ふせごう学校災害」第 2部知事賞 「いつもせいけつにしよう」

-教育長賞 「家庭内暴力と親」
岩脇由季子、竹川衆子 (小杉中3年)

・統計協会長賞 「少年非行に及ぼす友人の影響」
藤井岳人、下条竜一、本江宏佳 (小杉中 3年)

・統計協会長賞 「新聞の中身」 小林千夏 (井口中 1年)
・統計教育研究会長賞 「安全運転しでますか 7J 

岩本康平 (岩尾滝中 3年)

|第 4部 (高校・大学等) I 
・知 事賞 「校内暴力」 谷英治 (高岡工芸高校 2年)
・教育長賞 「成人病」 坂本真由美 (高岡工芸高校2年)
・統計協会長賞 「貿易 ・国際収支」

宮原和香 (高岡工芸高校 2年)
・統計協会長賞 「マス コミの費用」

筏祐美子 (高岡工芸高校 2年)
・統計教育研究会長賞 「自衛隊」

麻生譲(高岡工芸高校 2年)

第 1部教育長賞
「みのまわりは外来語でいっぱしり

第 2部教育長賞
「親子のふれあい」

20  21 

第4部知事賞 「校内暴力」

第3部教育長賞
「家庭内暴力と親」

第 4部教育長賞
「成 人 病」



トラブル防止のため一ニングのクリ

最
近
、

「覚
せ
い
剤
」
と
い
う
文
字
が
、
新
聞
紙
上

に
の
ら
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
覚
せ
い
剤
犯
罪
が
多

す
る
と
大
変
危
険
な
薬
物
に
な
り
ま
す
。
そ
の
乱
用

が
も
た
ら
す
害
毒
は
、
単
に
乱
用
者
個
人
の
健
康
上

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
秩
序
を
み
だ
し
各
種
犯

罪
の
要
因
と
な
る
な
ど
、
社
会
全
般
の
問
題
と
な

っ

発
し
、
し
か
も
私
た
ち
の
身
近
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
は
、
医
療
上
必
要
不
可
欠
な
医

薬
品
と
し
て
重
要
で
あ
る
反
面
、
誤

っ
た
使
い
方
を

て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
覚
せ
い
剤
の
乱
用

特
に
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、
昭
和

四
十
五
年
頃
か
ら
急
激
に
増
加
し
始

め
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
検
挙
者
二

万
三
千
七
百
十
九
名
に
も
達
し
、
ま

た
、
乱
用
者
の

一
般
市
民
層
、
青
少

年
層
へ
の
拡
り
が
見
ら
れ
る
な
ど
憂

慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
中
枢
神
経
に
作
用
し

興
奮
症
状
を
起
こ
す
た
め
、
眠
気
や

疲
労
が
と
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

覚せい剤事犯の年次別推移

23.719 

22.331 

20.200 

こ
れ
は

一
時
的
に
疲
労
の
自
覚
が
消

失
す
る
だ
け
で
、
実
際
は
疲
労
が
凶

復
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬

が
き
れ
る
と
前
に
も
増
し
て
激
し
い

疲
労
に
お
そ
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
逃
れ

る
た
め
、
ま
た
使
用
す
る
よ
う
に
な

り
、
覚
せ
い
剤
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
焦
燥
感
、
不
安
、
被

害
妄
想
な
ど
の
中
毒
症
状
が
あ
ら
わ

6.119 

年
/
 

名 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 
年年年年年年年年 f下年

23.000 

20‘000 

15.000 

10守000

5'.000 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
洗
た
く

物
が
、
「
変
色
し
た
」
、
「
縮
ん
だ
」
、

「
預
け
た
の
に
返
っ
て
こ
な
い
」
な

ど
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
の
経

験
を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
原
因
は
、
業
者
の
ミ
ス
、
消

費
者
の
勘
違
い
、
製
品
自
体
の
欠
陥

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
多

く
は
消
費
者
と
業
者
の
間
で
自
主
的

に
解
決
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

な
か
に

れ
、
妄
想
や
幻
覚
に
よ
る
発
作
的
な

殺
人
や
傷
害
事
件
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
理

由
な
き
犯
罪
」
「
通
り
魔
事
件
」
を
ひ

き
起
甲
」
す
甲
」
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
覚
せ
い
剤

の
乱
用
を
撲
滅
す
る
た
め
、
強
力
な

取
り
締
り
ゃ
啓
蒙
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
乱
用
者
は
依
然
と
し
て
増

加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
覚
せ
い
剤
の
密

売
が
暴
力
団
の
最
大
の
資
金
源
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
乱
用
者
が
向
己
の

使
用
分
を
ひ
ね
り
出
す
た
め
、
新
た

な
乱
刷
者
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
、

供
給
源
が
国
外
で
あ
る
た
め
取
り
締
り

上
そ
の
供
給
の
根
絶
が
困
難
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
党
せ
い
剤
乱
用
の
幣
害
に

対
す
る
認
識
が
薄
い
た
め
、
内
甘
い
誘

惑
H

に
の
り
や
す
い
こ
と
も
乱
刑
の

増
加
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち

一
人
一
人
が
麻
薬

・
覚
せ

い
剤
の
恐
し
さ
を
十
分
認
識
し
、
麻

薬

・
覚
せ
い
剤
禍
を
追
放
い
た
し
ま

1
レ
ト
品
、
ハ

j

。

2
 

2
 

は
補
償
を
め
ぐ
っ
て
こ
じ
れ
る
ケ

l

ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

」
の
た
め
富
山
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

環
境
衛
生
同
業
組
合
(
三
百
三
十
業

者
)
で
は
、
適
正
な
取
引
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
県
の
消
費
生
活
条
例
に
基

づ
い
て
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
取
引
に
関

す
る
自
主
基
準
」
を
定
め
九
月

十
日

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
主
基
準
の
三
つ
の
柱

女
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
金
の
庖
頭
表
示

女
預
り
証

(
受
渡
伝
票
)
の
交
付

大
消
費
者
苦
情
の
処
理
と
損
害
の
補

償〈クリー二ング賠償例〉

賠償額は通常は次により算定されます。

品物の再取得価格×使用期間に応じた謁整率

例えば3万円のスーツ (耐用年数3年)を10ヵ

月間着用してトラブルが起きた場合

30.000円x0.72=21.600円
し一一調整率

なお、紛失などの場合は、クリー二ング料金の

20-----40倍が補償されます。

自
主
基
準
で
は
、
取
引
の
多
い
十

六
品
目
に
つ
い
て
料
金
表
示
を
行
う

と
と
も
に
、
洗
た
く
物
の
確
実
な
受

け
渡
し
が
行
わ
れ
る
よ
う
預
り
証
の

交
付
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
不
幸
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
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が
起
き
た
場
合
は
、
依
頼
し
た
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
庖
に
す
ぐ
に
申
し
出
て
、

よ
く
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

組
合
で
は
自
主
基
準
に
よ
り
相
談

処
理
窓
口
を
設
け
、
ト
ラ
ブ
ル
の
公

平
、
迅
速
な
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
が
受
け
た
損
害
に

つ
い
て
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
事
故
賠

償
基
準
に
基
づ
い
て
補
償
さ
れ
ま
す
。



-
E
S

・
潤
伊

興

第
二
世
紀
を
迎
え
た
富
山
県
。
こ

の
新
し
い
世
紀
を
切
り
ひ
ら
い
て
い

く
の
は
、
青
少
年
の
行
動
と
熱
意
で

す
。こ

の
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
期

す
る
た
め
に
は
、
家
庭

・
学
校

・
地

域
社
会
が
お
互
い
に
力
を
出
し
合
え

る
体
制
を
つ
く
り
、
青
少
年
の
自
ら

伸
び
よ
う
と
す
る
努
力
を
援
助
し
た

り
、
青
少
年
を
伸
ば
す
活
動
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
四
十

一
年
以
米
、

青
少
年
育
成
田
民
運
動
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
運
動
の

一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
に
、
毎
年
十

一
月

を
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
」
と
定
め
、
次
の
四
項
目
を
重
点

に
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

川
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進

青
少
年
が
、
家
庭

・学
校
・職
場

・

地
域
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い

て
、
個
人
で
、
仲
間
と
共
同
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
社
会
参
加
活
動
を
率
先
し

て
行
う
よ
う
促
し
ま
す
。

ω地
域
で
の
青
少
年
育
成
活
動
の
促

進H
頃
か
ら
、
他
人
の
千
供
に
も
注

意
し
、
指
導
す
る
な
ど
地
域
の
子
供

す
べ
て
を
我
が
子
と
同
様
に
見
守
る

運
動
や
、
有
害
な
地
域
環
境
を
排
除

し
、
好
ま
し
い
環
境
へ
改
善
す
る
運

動
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
育
成
環
境

を
作
る
た
め
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

矧
健
全
な
家
庭
"つ
く
り
の
普
及
促
進

チ
供
に
対
す
る
過
保
護
・
甘
や
か

し
と
過
干
渉
を
排
除
す
る

一
方
、
放

任
し
す
ぎ
な
い
よ
う
、
正
し
い
親
の

態
度
に
つ
い
て
の
再
認
識
や
親
子
の

対
話
の
促
進
な
ど
健
全
な
家
庭
づ
く

り
の
普
及
を
図
る
よ
う
努
め
ま
す

同
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
の
充
実

青
少
年
の
健
全
育
成
に
果
た
す
学

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
め

つ
つ
、
学
校
で
の
生
徒
指
導
の
充
実

を
図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

校
教
師
の
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を

こ
の
よ
う
な
実
施
の
重
点
に
沿

っ

て
、
月
間
中
、
次
の
事
業
を
行
い
、

み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
各
市
町
村
で
も
、
「
親

f
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
」、

「山
少
年

の
つ
ど
い
」
、

「異
世
代
交
流
集
会
」
、

「少
年
立
見
発
表
大
ん
ど
な
ど
が
企

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

附
さ
れ
て
い
ま
す

，、
1I 
院

臆
月間中の事業

事業名 日 時 場 所 内 谷

青少年育成 11月29H 県民会館401 青少年育成功労者等の表彰

富山県大会 13時30分~ 「家庭の IIJ作品コ ンクールの表

彰、青少年 ・指導者の意見発表
記念講演、青木 -雄氏 (元NHK
アナウ ンサー)r現代家庭におけ

るコミュ ニケー ション」

キャラノfン 11凡1211 各 市 事市長へ総煙人凶メ yセー ジ、知

隊のけi長訪 1311 メ yセージを手交布。チラシ 、
ハ ンフ レットの配 、青少年:n

問 成懇談会の開催

布告:環境:;.;: 月間中 県ド一円 青少年に宥害な環境の調査を県
態調査 下一斉に実施

イj古:凶者迫 }J rmql 県下ー円 !?少年に好まし く ない ~l 主の迫
政と良書抗 Ji'i.・良芹のFf-及
J 九F干
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第
.1. ，、
4・

刊
月
恰
固
ま
で

111 
縫

富
山
県
民
会
館
美
術
館

日
本
画
の
公
募
展
と
し
て
、
長
い
伝
統
を
誇
る

「
再
興

第
六
十
八
凶
院
展
」
が
、
日
本
夫
術
院
、
児
教
育
委
片
会
、

富
山
県
民
会
館
な
ど
の
五
催
に
よ
り
、
卜

で
富
山
県
民
会
館
夫
術
飢
で
、
華
や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら

バ
I
l
a-

川
ま

れ
て
い
ま
す

人

I
M
の
富
山
反
に
は

先
に
点
以
却
下
八術
館
に
て
開
催

さ
れ
た
再
興
第
六
十
八
川
院
い
肢
の
山
品
作
品
の
な
か
か
ら

同
人
受
賞
者
、

富
山
県
関
係
作
家
の
作
品
な
ど

L

ハ
卜
点
が

25  

展
示
さ
れ
て
い
ま
す

文
化
勲
章
を
受
賞
し
た
奥
村
土
午
、

小
倉
遊
亀
を
は
じ
め
、

夫
、
森
田
噴
平
、

日
橋
失
速
、
片
岡
球

f
、

1]1 
fi!; 

後
藤
純
男
な
ど
人
気
作
家
が
会
場
を
飾

り
ま
す

富
山
県
の
関
係
で
は

内
閣
総
則
一大
川
貨
を
受
賞
し
た

下
川
町
義
人克
(川
市
川
市
山
身
)、
昨
鑑
査
山
仙
の
山
川
氏
刷

(耐

波
市
出
身
)
、
里
見
米
を

杉
田J

身

ゃ
、
期
待
さ
れ

て
い
る
越
智
正
治

な
ど
の
什
川
が
あ
り
、

rnJ 

附

身

県
内
在
住
作
家
で
は
、
道
土
日
勝
重
、

明
、
凶
藤
折
円
夫
の
山
凶
存
住
の
作
家
が
、 江

川
治
泰
、

大
坪
山

会
場
に
化
を
添

え
て
く
れ
ま
す

な
お

同
館
時
間
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
--一トー

分
ま
で

入
場
料
は

一
般
六
円
円
、
古
川
大
学
生
間
百
円

小
中
学
生
二
百
円
で
す



9月16日---10月15日

10月5日
麗県ミニ水力発電開発

委員会が発足

農業用水路、中小の河川やダムを

利用した小規模の自家用水力発電シ

ステムの開発、実用化を目指す富山

県ミニ水力発電開発委員会が発足し、

本年度中に発電適地、機器などを決

め、59年度には、モデル施設をつくる

方針を決めました。

月の学生受け入れに向け、具体的作

業を始めました。

なお、校舎は59年10月から建設に

着手され、 60年度中には完成予定。

向かつて跳びはねる人をシンボライ

ズし、オレンジ色でスポーツ、健康、

明るさの要素を強調。二つの Vは勝

利の意味がこもっています。

議珍議富山'fl液体滋9n16a
~ シ;;:t."!ト詑ヘG減鞠~• 

10月2日---10月4白
鶴皇太子ご夫妻ご来県

第 7回全国育樹祭へのこ、臨席と地

方事情ご悦察のため富山県に行啓さ

れました。 (11~17~一参照)

10月T日
露軍高岡短期大学が関学

高岡短期大学が10月 1日開学し、

富山大学本部庁舎玄関前に「高岡短

期大学」の表札が掲げられました。

これによって同大学では、 61年 4

10月6白
鶴八尾工業団地分譲開始

富山八尾中核工業団地の第 1期造

成分26況の工事がほぼ終了、現地で

竣工式が行われたあと、分譲が開始

され、分譲開始当日から 3杜の申し

込みがありました。

同工業団地は、県内初の大規模内

陸型工業団地として地域振興整備公

団が造成したものです。

10月ア白
鶴県新幹線対策連絡協議会開く

富山県北陸新幹線対策連絡協議会

(会長 ・中沖知事)が、県民会館で

聞かれ、早期着工へ向けて県民のみ

なさんの理解と協力を求めるため全

市町村に懸垂幕、広告塔を設けるほ

か、町内回覧用パンフレットを作成す

るなど広報活動を盛り上げるととも

に、 10月22日に富山着工準備事務所

開設祝賀式を行うことを決めました。

最終便の機長らに花束を手渡す小学生

10月14日
麗花時計の新しいデザイン

決まる

置県百年を記念して県庁前公園に

設置され親しまれている花時計の新

しいデザインが、応募多数のなかか

ら小杉町中太閤山の中村篤子さんの

作品に決まりました。

このデザインは、赤で立山、黄で

チューリップ、グリーンで豊かな緑

を描いています。

なお、このデザインは来年の 4月

から使用されます。

多彩な舞台を繰り広げた富山国際アマチュア演劇祭

富山八尾中殺主主目白骨
地域!語成竣工式
司顕興章~ f;翁公国側富山燦 ・ 八尾

9月23日---9月26日
麗第 1回富山国際アマチュア

演劇祭 (TIATF) 開催

第 1回富山国際アマチュア演劇祭

(TIATF)が、富山市を中心に世界

12ヵ国、 15劇団が参加し開催されま

した。アマチュア演劇の回際的なコ

ンクールが開催されるのは日本では

初めて。

各劇団とも個性的で多彩の舞台を

繰り広げ、会場いっぱいの観客を魅

了しました。

なお、最優秀賞にはミュージカル

「エイント ・ミスピヘイヴィン」を

演じたセンター・ステージ(アメリ

カ)が選ばれました。

意見書を可決し、閉会しました。

9月16日---9月17白
星電全日本花いっぱい大会開催

「全地球を緑、花いっぱいにしよ

う」をテーマに、第 26回全日本花いっ

ぱし、富山県大会が県民会館で全国の

代表者約 400人が出席して聞かれま

した。

1日目の総会では、 58年度の事業

計画、次期開催地を静岡県浜松市に

することを決定。 2日目には、県内

外から約1200人が参加し、表彰や大

会宣言が行われたあと、参加者全員

が県庁前公園で、アザミの種と子供

たちのメッセージを付けた風船を大

空に飛ば‘しました。 者係関』つ
一
寸
Jをl

p
 

りノ力プ一アで
h
p
県
庁
前
の
花
時
計
の
新
し

立

い

デ

ザ

イ

ン

;

竣の
跡地知

‘
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の

工
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

核中尾ー、、山菅
田
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9月28白
星電県総合体育センターの

シンボルマーク決定

富山市秋ヶ島に建設中の富山県総

合体育センター(仮称)のシンボル

マークが多数の応募作品の中から吉

野光男さん(富山市中川原)のデザ

インに決まりました。

デザインは、元気いっぱい太陽に

9月21白---9月30日
鼠秋の交通安全運動スタート

「交通安全みんなが主役」をスロ

ーガンに秋の全国交通安全運動が行

われました。県内各地でシートベル

ト、ヘルメ ットの着用、早め合図の

励行を目標に県民総ぐるみの街頭指

導が行われました。

27  

9月16日
麗富山空港休港

新空港建設のため 9月17日から閉

鎖された富山空港の休港式が、 16日

に行われました。

東京発最終便の YS11が到着する

と、機長ら乗員 4人に花束や記念品

が贈られた後、 YS11の前で記念撮

影。

折り返しの富山発最終便には52人

が乗り込み、多くの人々が名残りを

惜しんで見送るなか離陸しました。

なお、新空港は59年 3月末開港す

る予定です。

9月16日---9月29日
麗 9月定例富山県議会開会

9月定例富山県議会は、 9月16日、

本会議を聞き、会期を29日までの14

日間と決めた後、 64億7110万円の一

般会計補正予算など25案件を一括上

程、中川i知事が提案理出を説明しま

した。

29日の最終日には、この日追加上

程された 3案件を含め23案件 (5案

件は継続審議)と議員提出の 5つの



いて、近年県内各地で発見された考，ti資料を公|剤、民ぶする「第 3

M富111県の考占資料展」を開催します。

郷土の先人を倍、び、高111県の歴史と文化に親しむよき機会として

ぜひご参観ください」

会期qlは、無休で午前 9時から午後 5時まで開館。入場は舞料で

す

骨骨直⑨置県百年記念施設 ⑦

-富山県中小企業節季資金(年末)融資の実施について北陸自動車道

月日曜 場 所 B害 間 月日曜 場 所 時 間

11/10(本)入善町役場前 10 :OO~ 15: 30 11/19出 高岡駅前 10:00~ 15 :30 
12出 富山駅前 10:00~ 16 :00 19出 電鉄桜井駅前 10:00~15 ・ 30

12出 高岡駅前 1 0 :00~15 :30 23(，水)婦中町古里支所前 10 :OO~ 15:30 
13(日)2富山酉武前 10:00~ 16:00 26土)富山駅前 10:00~16:0。

13(日)福光駅前 10:00~ 15 :30 26は)高岡駅前 10:00~15:30 

13(日)福野町旅川会館前 10 :OO~ 15: 30 27日 高岡駅前 1 O : OO~ 15 :30 
16(水)上市町役場前 9 ・ 30~12:00 28(月)砺波市役所前 1 0:00~ 1 5 :30 
16(，水j上市町中央公民館前 13 :00~15 :30 

11月の街頭献血日程
県では、例年どおり、節季資金(年末)融資を次のとおり実施い

たします。

滑川~朝日間12月に完成

北
陸
自
動
車
道
の
滑
川
1

朝
日
間

二
十
七
・
六
キロ
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
十

二
月
に
開
通
し
ま
す
。

滑
川
1
朝
日
間
は
、
総
事
業
費
九

百
三
十
億
円
で
建
設
が
進
め
ら
れ
、

区
間
内
に
は
魚
津
、
黒
部
、

朝
日
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
て

陸い
自こま
動のす
車区
の間
県の
内開
区通
聞に
はよ
ほっ
ぽて
プ巳

成北

昭
和
六
十
年
代
前
半
に
完
成
予
定
の

朝
日
|
上
越
聞
が
残
さ
れ
る
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

11 月 25 日 ~12月 31 日

資本金1000万円以下及び従業員50人以下の中小

企業者又は組合

3.融資限度額企業 300万円以下

4.融資期間 5か月以内

5 .融資利率年7.1パーセント以内

6.融資申込先取扱金融機関

なお、制度のくわしいことは、県中小企業課企 (0764)31-4111 
(内線510) までお尋ねください。

1000万円以下組合

申込受付期間

融資対象者

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県

富山テレビ ill0万人のひろば
ークイズ/フォーカスインー」

県内のいろいろな話題、さ まざまな施設、みなさ

んの関心事などを、クイズ形式で楽しく紹介する 、

ふるさと再発見番組です。

毎週日曜日、午前9時，..，9時30分

広報課では、この「県広報とやま」のほか、テレ

ビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹介や

暮しに欠かせない情報 を提供してい ます。

「こんにちは富山県です」

臨覇鞠盤調
KNB 

富山市新総曲輪ト7(県庁内)
宮富山31-4111附

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
台高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)
雷魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

宮砺波33-5151

お策の聞にお届けします県広績

室

高岡地方県民相議室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民

-昭和58年度クリー二ング師試験のお知らせ

県では、昭和58年度クリーニング師試験を12月12日月曜日に実施

します。

受験を希望される方は、受験願書を11月15日火曜日から11月29口

火曜日までに、県内の方にあっては住所地を管轄する保健所へ、又

県外の方にあっては富山県厚生部環境衛生課へ提出してください。

なお、詳細については、最寄りの保健所、または富山県厚生部環

境衛生課(宮0764-31-4111)へお問しミ合わせくださし、。

-第3回富山県の考古資料展開催

富山県教烹委員会と滑川市立博物館の共催で11月18U金曜日から

11月27日日曜日までの10U問、滑川市文化センター 3階展示室にお

当面する課題 をみ

生活情報を提供し

県の主な施策や事業を紹介し、

なさんと一緒に考えるとともに、

ます。

0北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日「みんなの県政」

0朝日、毎日

毎月第 2・最終土曜日「県からのお知らせ」

監麗ii駆護室調
県政の諸施策、問題点を、みなさんに知っていた

だくための番組です。また、今年度は、置県100年特

別企画をシリーズで行います。

毎週日曜日、午前8時，..，8時30分

黒部インターチェンジ

防 今月の置県百年記念行事
11月のKNB1"こんにちは富山県で‘す」

6日 知事と語る a 日所長

13日 北陸新幹線 ~ ふるさとの新 III~紀のために ~

20日 婦人と青少年のllil際交流のつどい

27日 置県百年特別番組 r11本のけ Iの富山県」

.11 /23--11 /27置県百年記念芸術祭

富山県文芸展

場所富山県民会館

.11 /5--11 /13富山県私学の祭典

富山県民会館ほか場所



最近は、

御を取り入れて物をつくる工場も見られるようになりました。

しかし、機械化が進むその裏には、人闘が持つ技能を軽視する風潮がある

ようです。このような風潮をなくし、技能者に対するみなさんの関心を深め

ていただき 、枝能者の社会的地位の向上を図ることが必要です。

11月は 「技能尊重月間」。 この期間中、技能尊重のムードづくりを進めるた

め、県では 「富山県職業訓練展J ( 11 月 16 日 ~17 日 ・ 富山県民会館 B展示場)
や 「職業訓練校の一般への開放」などの行事を行います

まず燃やせ人権守る勇気の火
12月4日"'10日は人権週間

世界人権宣言35周年

.県広報とやま 昭和58年11月号ル0.178 5，000部 .企画発行富山県知事公室広報課富山市新総曲輪1の7ft31-3131(県民電話)〒930・印刷(株)チユー工ツ


